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当資料の内容は作成⽇時点のものであり、当社の⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、将来予告なく変更されることがあります。※また、将来の市場環境の変
動等を保証するものではありません。※当資料で使⽤しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する⽬的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を⽰し
たものであり、将来の運⽤成果を保証するものではありません。※当資料では、個別企業に⾔及することがありますが、当該企業の株式について組⼊の保証や売買の推奨をするものではありま
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失業率は低下傾向ながらもまちまち。インフレ率は安定し、⾦融緩和傾向

タイの失業率は⻑期にわたり低位で推移
タイでは、⾼い農業部⾨の就業率に加え、他
国より急速な少⼦⾼齢化が進んだことなどが低
失業率の要因とされています。ただし、低失業
率にも関わらず、消費者物価指数（CPI）上
昇率が抑えられているのは、最低賃⾦の上昇
が緩やかであったことなどが挙げられています。
域内全体として失業率は低下傾向にあり、各
国とも就業者数増加による消費の拡⼤が予想
されています。

アジア新興国の失業率*

インド 3.2％

出所：Bloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

アジア新興国のCPI上昇率
（2014年12⽉〜2019年6⽉、前年同⽉⽐）

インドネシア 3.3％

タイ 0.9％

フィリピン 2.7％
中国 2.7％
ベトナム 2.2％

インフレ率は低⽔準、更なる⾦融緩和余地

マレーシア 1.5％

アジア新興国のインフレ率は低⽔準にあり、フィリピンを除き2017年以降は概ね各国の⽬標⽔準内で安定しています。
フィリピンのCPI上昇率は、2018年通年で前年⽐+5.2％でしたが、政策⾦利の引き上げや、輸⼊の数量制限を撤
廃する改正農業関税化法の施⾏等により2019年に⼊り、低下傾向にあります。各国とも2019年は、政策⾦利を
引き下げるなど、⾦融緩和傾向にあり、景気の回復が期待されます。

出所：Bloomberg L.P.、中国国家統計局、インド国家統計局のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。*各国とも発表さ
れている直近値。中国は都市部失業率2019年5⽉、インドは2018年3⽉、インドネシアは2019年2⽉、タイ・フィリピン・マレーシアは
2019年6⽉、 ベトナムは2018年6⽉。
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